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論 文 審 査 委 員 教授 境野 博史 教授 二宮 善文 准教授 草野 研吾
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
血管内皮細胞のグリコカリクス (GCX)は糖尿病や高血圧において血管内皮
細胞に保護的に働 くと考えられている｡ しか し､ 糖尿病や高血圧による眼血
管症におけるGCXの関与については不明である｡我々は､早期糖尿病モデル
および高血圧モデルラットの網脈絡膜血管の GCXを陽性鉄 コロイ ド染色によ
って可視化 し､ 電子顕微鏡を用いて GCX厚を定量 した｡早期糖尿病モデル
では網膜血管の GCX厚は対照群に比べて有意に減少 したが,脈絡膜血管では
不変であった｡高血圧モデルラットでは､網膜および脈絡膜血管の GCX厚は
共に対照群に比べて有意に減少 した｡また､我々は GCXが減少 している部位




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､早期糖尿病モデルおよび高血圧モデルラットの網脈絡膜血管のグリ
コか Jクス(GCE)を陽性鉄コロイド染色によって可視化し､電子顕微鏡を用いて
糖尿病や高血圧において網脈絡膜血管の GCXが減少しており､GCXが減/少.し
ている部位に一致して白血球や血小板が血管内皮細胞に接着することを観察し
た｡GCXの減少によって白血球や血小板と血管内皮細胞の接着が冗進し､眼血
管症発症の一因となる可能性を示唆したもので重要な知見を得たものとして価
値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
